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指導の手引き

１ この教材について

著作権に詳しくない方でも、マンガとクイズで楽しく著作権を学べる教材です。

当教材は以下のような構成になっています。

▼トップページ

カップをクリックすると

主な登場人物の紹介ページに

リンクします。

マンガを読む前に、まずは
著作権の基礎知識をチェ
ックしてみましょう。
（次ページ参照）

パソコンをクリック
すると、文化庁の著作
権ページへご案内し
ます。

全てのマンガをプリン
トアウトすることがで
きます。

教員用「指導の手引き」や授業で使
用できるワークシート、発問例など
をご用意しています。

マンガとクイズで学べます。

（次ページ以降参照）
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▼著作権入門クイズのページ

▼マンガページ

クイズのページに進

みます。
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▼クイズのページ

▼クイズの答え合わせのページ

詳しい解説や、用語解説

があります。



4

▼クイズの解説のページ

▼キーワード解説のページ

▼目次のページ

ストーリーを選択すること

ができます。
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２ マンガのストーリー概要

主人公の「作太郎」は若く元気な公務員で、新しく配属された「地域振興課」で担当する市民

文化祭を盛り上げるため一生懸命である。ホームページを立ち上げ、イメージキャラクターの制

作も企画している。また、市民文化祭では、コンサート・講演会・映画コンテストなどを計画し

ている。そして、その企画や計画を実施する中で必要な著作権に関する知識を学んで行く。

３ この教材の使い方

・ ワークシートは、中学校、高校の教諭が実践を想定して作成したものです。

・ 中学校用・高校用、２種類のワークシートがあります。

・ 発問例を適宜選び、ワークシートと組み合わせて使います。また、発問だけを利用した手

軽な方法もあります。

・ 一つのテーマに複数のストーリーをご用意していますので、クラスごとに違うストーリー

を割り当てて生徒に自主的に学ばせ、その結果を発表させることもできます。

・ 生徒の自主的な学習にも利用しやすいよう工夫をしています。また、その結果について教

師が解説すべきポイントも示しています。
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４ 授業展開例

例１：生徒の自習に利用する。

（コンピュータ教室など、生徒が各自で教材を読み進められる環境で行う。）

例２：教員が教材を使って一斉授業で説明をしていく。

（普通教室で、プロジェクターとスクリーンなど生徒全員が同じものを見られる状態で進める。）

※ 時間があれば、もう一方の選択肢について、同じように進めてもよい。

例３：生徒が個別に教材を閲覧していく。

教材を各自で閲覧する

選択肢のどちらかを教員が選

択して説明を行う

クイズ

教員が選択し、解説する

ワ ー ク

シ ー ト

に記入

ワ ー ク

シ ー ト

に記入

選択肢のどちらかを教員が選

択して説明を行う

クイズ

生徒に発問して答えさせる

教員が解説する

ワ ー ク

シ ー ト

に記入

＜パターン１＞ ＜パターン２＞

生徒に問いかけ

選択肢のどちらかを教員が指

示して閲覧させる

クイズ

各自で選択し、進める

ワ ー ク

シ ー ト

に記入

＜パターン１＞

教員が解説・まとめを行う

選択肢の両方を閲覧させる

クイズ

各自で選択し、進める

ワ ー ク

シ ー ト

に記入

＜パターン３＞

教員が解説・まとめを行う

選択肢のどちらかを生徒が選

択して閲覧する

クイズ

各自で選択し、進める

ワ ー ク

シ ー ト

に記入

＜パターン２＞

分岐ごとに教員が解説・ま

とめを行う
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その他の例（発展的な例）

● 発展学習「根拠を調べる」

・ 図書館やインターネットを使って、今見たストーリーの根拠となる法律を調べたり、事例

を調べたりしてまとめる。

・ ワークシートもしくはレポートを提出させる。

● 発展学習「班別の話し合い・グループ討論」

・ 方法１：クイズの発問直後に、班やグループで話し合い、その結果を報告する。

・ 方法２：クイズでわざと間違いを選んで見せ、それについて議論した結果を報告する。

● 発展学習「わかったことを整理して発表・理解したことをプレゼンテーションする」

・ 班やグループごとに異なる選択肢やストーリーを見たほうがよい。

・ わかったことの整理、まとめ

・ 発表資料の作成、プレゼンテーション資料の作成

・ 発表、プレゼンテーション（他の班やグループにわかるように）

・ 相互評価

● 発展学習「今回のストーリーを参考に新規企画の作成」

・ 「あなただったら、どのような地域文化祭を企画しますか」

・ 企画書の作成

・ プレゼンテーション資料の作成

・ プレゼンテーション

・ 相互評価


